
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小諸市学校教育目標 

 心豊かで、自立（律）する子どもの育成 

子ども 

〇子ども同士が小グループ等で学び合う授業への転換（一斉授業からの転換） 

〇わからないことはグループの中で気軽に聞けるという安心感をベースにした学び 

〇聞き合う必要性がある課題の設定（素朴な問いが徐々に課題化してくる道程を踏まえて） 

〇全教育活動における自治的・創造的な場の発見・発掘・導入 

〇上級生の姿から下級生に伝承されていく自治的・創造的な風土の醸成 

〇校内支援チームを核に、外部機関と連携して初期対応と継続的支援に当たる体制づくり 

〇異学年交流の充実等による、学年や学校の垣根を超えた子ども同士のかかわりの充実 

〇発達段階に応じた柔軟な体制や指導の工夫（学級編制基準や教職員配置の弾力的運用） 

○子どもを主体とし、常に一人一人の子どもに寄り添い、向き合い、共に歩める教師 

○互いに磨き合い、高め合い、学び続ける教師 

○多様性を包み込み、その子の「よさ」に目を向け、生かす教師 

 

 

○自ら願いや課題をもち、その実現や解決に向けて主体的に動き出せる子ども（自立） 

○自分や仲間の「よさ」や「持ち味」を発見し、互いに認め合える子ども(共生) 

○様々な他者との出会いとかかわりの中で、「私」を発見していく子ども（自律） 

 

 

小諸市小中一貫教育ビジョン 

目指す姿  目指す子ども像・目指す学校像・目指す教師像 

 

○共通の理念や目標のもと「チーム学校」として、個々の教職員が協働的に力を発揮する学校 

○子どもと教職員とで共に創り上げていく学校 

○保護者・地域から信頼される学校 

 

 

小中一貫教育推進の視点 ＜９年間を貫く小諸市の小中一貫教育＞ 
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学校 

教師 
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対話と協働による学びの充実 ～一人も独りにしない学びの実現～ 

自治的・創造的な活動の充実 ～子どもを主体にしながら子どもと教職員が共に創り続ける学校～ 

すべての子どもを包み込む居心地のよい学校づくり ～明日も学校に来たいと思える学校～ 


